
 

 

  家畜衛生だより 

 

 新型コロナウイルス感染症については、現在国内の複数地域で発生し

ており、県内でも感染確認事例が発表されています。 

 畜産農家の皆さんは、家畜飼養の継続と畜産物の安定供給の観点か

ら、御自身や従業員等の健康管理及び衛生対策を徹底してくださるよう

お願いいたします。 

 

 万が一、畜産関係者に新型コロナウイルスの感染が確認された場合に

は、速やかに所属組合等に連絡するとともに、保健所等の

指示に従い、感染拡大を防止してください。 
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〇 換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に行くことを避け、手 

 洗い（手指の消毒）、咳エチケット、家屋も含めた定期的な換気、手で触れ 

 る場所の定期的な消毒等の感染防止対策を行いましょう。 

〇 作業前に体温等の確認を行うなど、健康管理に留意しましょう。 

〇 農場等への部外者の立入りを最小限にしましょう。 

 （飼養衛生管理基準でも守るべき項目です） 

 

 

新型コロナウイルス感染症への対応について 

裏面もご覧ください！ 
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🐄牛ウイルス性下痢・粘膜病とは？ 
 BVD ウイルスの感染による牛の病気で、繁殖障害や異常産、下痢などを起こします。白血球に感

染するため免疫力が低下し、他の感染症にかかりやすくなります。妊娠 100 日前後の牛が感染す

ると産子が持続感染（PI牛）になります。 

🐄持続感染（PI）牛とは？ 

 生涯ウイルスを排出し、見た目は健康、もしくは発育不良や下痢の症状がある場合があります。PI

牛からはPI牛しか生まれず、回復はしません。そのため、気が付かないうちに農場や取引先にBVD

がまん延してしまう可能性があります。 

 

☆埼玉県では、県内の状況を把握して農場における具体的な防疫対策を推進するため、全戸スク

リーニング検査を実施します。 

今年度内は、県内に生乳を出荷している農家のバルク乳検査および秩父高原牧場預託牛の全頭

血液検査を実施します。バルク乳の採材は集乳時に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県外に出荷している酪農家と肉牛農家の

検査は来年度の実施となります。 

改めてご連絡いたしますので、 

ご協力お願いします。 

 

 

 

 

牛ウイルス性下痢・粘膜病（BVD-MD）の 

スクリーニング検査を実施します 


